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【目的】汎用プラスチックであるポリプロピレン（PP）は、現在化石資源から生産されている。

近年、環境問題といった観点から我々は非化石資源であるバイオマス由来PPの製造に注目してお

り、PPの原料となりうるイソプロピルアルコール（IPA）をバイオマスから生産する技術開発に

取り組んでいる。本研究では、遺伝子工学・代謝工学的手法を用いてIPA高生産大腸菌を開発す

ることを目的とした。 

【方法と結果】我々は、アセチルCoAからIPAの生合成に必要な4遺伝子のうち、チオラーゼ（atoB）、

CoAトランスフェラーゼ（atoDA）の2遺伝子を大腸菌から獲得し、クロストリジウムよりアセト

酢酸デカルボキシラーゼ（adc）、イソプロピルアルコールデヒドロゲナーゼ（IPAdh）の2遺伝子

を取得した。これら4つの遺伝子を導入した大腸菌を作製し、グルコースからIPAを生産すること

を試みた。培養は3Lジャーファーメンターを用い一定通気量のもとでグルコースを流加し、IPA

の回収はガスストリッピング法にておこなったところ、72時間での生産性は49g/Lであった。 

上記結果からさらに生産性を向上させるべく、代謝工学的手法を用いて大腸菌の改変をおこ

なった。上記IPA生産株について細胞内代謝産物の解析をおこなったところ、アセチルCoAが蓄積

していたことからatoBによるアセチルCoAからアセトアセチルCoAへの反応が律速になっている

ことが予想された。そこで、IPA生産株においてさらにatoBの発現量を増加させたところ、生産

性が約1割向上し54g/Lとなった。次に、IPAの生合成で必要な還元力であるNADPHを供給するため、

大腸菌由来トランスヒドロゲナーゼ（pntAB）を高発現させたところ、生産性が56g/Lとなった。

しかしながら、IPAの前駆体であるアセトンが副生物として培地中に蓄積していたことから、十

分にNADPHが供給されていないことが予想された。そこで、さらにリンゴ酸デヒドロゲナーゼ

（maeB）を高発現させたところ、98g/Lまで生産性が向上した。 

 本発表では、上記結果に加えて上記経路とは異なる代謝経路の改変結果についても併せて報告

する。 
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